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研究要旨 

河川流域における過去数十年～百数十年間の土砂流出イベントの履歴を推定するため、堆積物中の

大気由来放射性核種 210Pb、磁化特性、粒径等を組み合わせたイベント検出手法の検討を行った。石川

県七尾市に位置する七尾西湾の熊木川河口沖において堆積物コアを採取し、堆積物中の 210Pb、帯磁率、

粒径の測定を行った。堆積物中の 210Pb濃度の鉛直分布には急激な堆積を示す濃度異常層が見られ、ほ

ぼ同じ層準では帯磁率、粒径にも変動が見られた。このことから、過去約 60年間に少なくとも 3回の

土砂流入によるイベント層があることが推定された。個々の測定値の変動のみではイベント層として

の識別が困難であるが、これらを組み合わせることにより、より詳細な識別が可能であることが明ら

かとなった。 

 

Ａ．研究目的 

近年、河川が関係する土砂災害が数多く発生し

ており、今後の予測のために過去の災害の履歴を

探る有効な研究法の開発が望まれている。本研究

の目的は、北陸地方の湖沼・貯水池・閉鎖性海域

（湾）の堆積物に含まれる大気由来放射性核種
210Pbと、物理特性である粒径、磁化特性(帯磁率、

残留磁化)を組み合わせることにより詳細な土砂

流出イベント層の検出手法を開発し、流域におけ

る過去数十年～百数十年間の土砂流出イベント

履歴の復元を試みることである。 

大気由来放射性核種である 210Pb（半減期 22.3

年）は土砂とともに堆積物中に蓄積する。定常的

な堆積環境では 210Pb 濃度は下方へ指数関数的に

減少し、それをもとに堆積年代を推定可能である。

一方で急激な土砂流入時には濃度の異常層が形

成されることを利用してイベント層を検出でき

る。また堆積物の磁化特性は堆積物中の磁性鉱物

の量や種類を反映し、粒径等の物理特性とともに

堆積構造や堆積時の流水状況も推定可能である。 

 

Ｂ．研究方法 

調査対象地は石川県七尾市に位置する七尾西

湾とした（図 1）。七尾西湾は隣接する北湾・南湾

によって日本海から隔てられている準閉鎖的な

環境であり、河川の影響を受けやすい堆積環境で

ある。主要な流入河川である熊木川では過去に

度々氾濫・洪水が発生しており、イベント層が沖

合堆積物に記録されている可能性がある。 

2019 年 5 月に七尾西湾北西部の熊木川河口沖

合において、重力落下式コアサンプラーを用いて

堆積物コア（19NW-2コア, 約 62 cm）を採取した。

コアは 2 cm 毎に切断し、210Pb および粒径分析用

試料とした。また、内径 2 cm のプラスチックキ

ューブを用いて堆積構造を保ったまま磁化測定

用試料を採取した。これらの試料は金沢大学設置

の Ge 半導体検出器（GMX-30190, Ortec）によっ

て過剰 210Pb（大気由来 210Pb、以下 210Pbex）濃度を

測定した。また、富山大学設置の帯磁率計（MS-2, 

Bartington）を用いて帯磁率の鉛直変動を測定し

た。金沢大学のレーザー回折式粒度分布測定装置

（SALD-2200, Shimadzu）にて粒径の測定を行っ

た。 

 

Ｃ．研究結果 

堆積物中の過剰 210Pbex濃度は変動を伴いながら

下方へ向かって減衰していた。この濃度変動に基

づいてコア最下部の年代は約 60年前（1950～1960

年代頃）と推定された。また、コアの表層付近、

18-28、46-54 cm 付近に 210Pbex濃度の異常層また



 

は一定層が見られた。堆積物の帯磁率は深度 3-5、

19、44-56 cm 付近に値が高くなる層が見られた。

また、帯磁率が高い層準にて概ね堆積物の中央粒

径も大きくなる傾向が見られた。 

 

Ｄ．考察 

深度 18-28、46-54 cm付近に見られた 210Pbex濃

度の一定層は、急激な土砂流入によるイベント層

の可能性がある。表層付近にも 210Pbex濃度の低い

異常層が見られたが、土砂流入のほか、生物攪乱

の可能性も考えられる。これらの 210Pbex濃度の異

常層は、概ね帯磁率の高くなる層準に対応してい

る。これらの層準では堆積物の粒径も大きくなっ

ており、粗粒粒子の流入を伴う土砂流入を示唆し

ている。これらのことから、過去 60 年間に少な

くとも３つのイベント層があった可能性がある。 

堆積速度変化として直接的にイベント層を識

別できる 210Pbの測定には時間を要し、高分解能の

測定は困難である。短時間で高分解能の測定が可

能な帯磁率、粒径を組み合わせることにより、よ

り確実にイベント層として識別可能であること

が示された。一方で、帯磁率の変動と 210Pbex濃度

変動が必ずしも対応していない層準も見られ、今

後は帯磁率が土砂流入時に変化するメカニズム、

イベント層内部での堆積構造についての検討が

必要と考えられる。 

 

 

Ｅ．結論 

七尾西湾の熊木川河口沖の堆積物コアにおい

て 210Pb濃度、帯磁率、粒径を測定した結果、過去

60年間に少なくとも3回の土砂流入によるイベン

ト層があることが推定された。個々の測定値の変

動のみではイベント層としての識別が困難であ

るが、これらを組み合わせることにより、より確

実な識別が可能であることが明らかとなった。 

今後は、七尾西湾にてより長いコアを採取し、

より古い時代に遡って土砂流出イベント履歴の

推定を試みるとともに、北陸地域内の湖沼・貯水

池においても本研究の手法を応用し、流域におけ

る土砂流出イベントの復元を進める。 
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図 1 七尾西湾での堆積物コア採取地点 


